
-

改革改善
の考え方

①問題
点

現在の交通基盤では三遠南信地域との取引等の拡大は困難であり、効果的な事業展開には至っていない。

②改革
提案

テーマ別に広域連携の取り組みが活発化してきており、また、企業からは集積の高い地域との連携についての要望が
あることから、メリットの高い広域による連携体制に積極的に参画していきたい。（事業名を変更）

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

広域連携を活用して多くの事業を展開することができた。特に商談会やマッチング交流会の開催により、新たな取引等に結び
つくきっかけとなった。また、航空宇宙分野を中心に技術補完をするために相互に工場視察等を開催し、具体的な部品受注
等につながることができた。平成25年度で国の制度変更により、三遠南信地域産業活性化協議会は解散した。

総事業費①+② 2,853 1,279 1,386 1,079

400 200

臨時職員所要時間 30 30

一般財源 1,390 1,279 639 1,079

人件費計（千円）② 1,463 747

正規職員所要時間

起債

その他

県支出金

事業費計（千円）① 1,390 1,279 639 1,079

国庫支出金

事業コスト 25年度決算額 26年度予算額 26年度決算額 27年度予算額 特定財源内訳、補足

26
年
度
事
業
内
容

１　三遠南信（浜松市・豊橋市・飯田市）地域産業活性化協議会への参加
（廃止）
２　三遠南信クラスター推進会議への参加
（１）地域連携マネージャー運営会議
３　４分野5つの産業クラスタープロジェクト事業（展示会・企業交流等）の
開催
（１）次世代輸送用機器  （２）航空宇宙産業
（３）健康医療産業　　　　（４）新農業　　　　　　（５）光電子産業
４　次世代環境車走行実験事業

１　会議開催回数
２　会議開催回数
３　展示会・セミナー・企業交流回
数

１　0回
２　3回
３　3回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

三遠南信地域連携ビジョンの目的の一つである持続発展的な産業集積の形成を目指して、飯田市・浜松市・豊橋市において三遠南信
地域基本計画を策定し、浜松・豊橋地域の支援機関と連携しながら、企業視察、展示会・マッチング等の交流機会を提供し、当地域に
ない技術やノウハウの活用して、企業間の取引拡大・共同研究を活発化する。

成果
指標

交流により新たに連携（取引等）が始まった件数（件） 5 5 5 5

目
標

種別 指標名及び単位 26年度計画 26年度実績 27年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

粗付加価値額　飯田下伊那　（億円）

地域内事業所数（飯伊） 503

意図（どういう状態
にするか）

新規顧客開拓と共同研究開発を誘発して、企業の安定
成長をねらう

目
的

対象（誰・何を） 飯伊地域の製造業者

対
象
指
標

指標名及び単位 26年度数値

施策 13 新しい力による新しい産業づくり
基本計画上
の位置づけ

政策 1 多様な産業が発展できる経済力の強いまちづくり

H27担当課等名 工業課 H27係等名 工業振興係 H26係等名 工業振興係

平成26年度事務事業実績評価表 政策№

開始 14 終了
事務事業名 三遠南信・広域連携推進事業

会計 一般会計
30 18

事業種別 政策

1 施策№ 13 事業№


